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１ ． 発 生 確 認 ま で の 経 過

平 成 ４ 年 ２ 月 、 栃 木 県 真 岡 市 の キ ク に ハ モ グ リ バ エ の 一 種 が 発 生 し た 。

こ の 虫 を 元 京 都 府 立 大 学 教 授 笹 川 満 廣 氏 に 同 定 を 依 頼 し た 結 果 、 マ メ ハ モ グ

リバエ（学名： L i r i o m y z a t r i f o l i i B U R G E S S ） で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。

本 種 は 我 国 で は 既 知 種 で あ る が 、 マ メ 科 以 外 の 植 物 か ら 採 集 さ れ た り 、 他 の

作 物 で 大 発 生 し た こ と は な か っ た 。 し か し 、 欧 米 で は 薬 剤 抵 抗 性 出 現 の た め 重

要 害 虫 と な っ て い る 。

現 在 ま で の と こ ろ 静 岡 県 、 愛 知 県 、 千 葉 県 、 東 京 都 （ 大 島 ） 、 三 重 県 で 発 生

が 見 ら れ 問 題 と な っ て い る 。

２ ． 発 生 状 況

２ 月 ２ ４ 日 、 現 地 調 査 を 行 っ た と こ ろ 、 平 成 ３ 年 ７ 月 に 県 外 か ら 導 入 し た 苗

の 一 部 で 発 生 が 確 認 さ れ た 。 し か し 、 そ の 他 周 辺 地 域 で の 発 生 は 現 在 の と こ ろ

認 め ら れ て い な い 。

今 後 も 継 続 調 査 を 実 施 す る 予 定 で あ る 。



３ ． マ メ ハ モ グ リ バ エ の 形 態 及 び 発 生 生 態

（ １ ） 形 態

１ ） 成 虫 は 体 長 約 ２ m m 、 頭 部 及 び 胸 部 と 腹 部 の 側 面 は 黄 色 、 そ の 他 は 黒 く 光

沢 が あ る 。 雌 に は よ く 発 達 し た 産 卵 管 が あ る 。 近 縁 種 の ナ ス ハ モ グ リ バ エ 、

ネ ギ ハ モ グ リ バ エ 等 の 形 態 と よ く 似 て お り 、 肉 眼 で は 区 別 し に く い 。

２ ） 卵 は 円 筒 形 、 半 透 明 、 ゼ リ ー 状 で 長 さ は 約 0 . 2 m m で あ る 。

３ ） 幼 虫 は 黄 褐 色 の ウ ジ で 、 成 長 す る と 約 2 . 5 m m に な る 。

４ ） 蛹 は 褐 色 で 、 長 さ 約 2 m m で あ る 。

（ ２ ） 生 態

１ ） 成 虫 は 産 卵 管 で 葉 面 に 小 さ な 穴 を 開 け 、 に じ み 出 る 汁 液 を 摂 取 す る 。

２ ） 卵 は 葉 の 内 側 に 産 み つ け ら れ 、 １ 雌 当 た り の 産 卵 数 は キ ク や セ ル リ ー で

300 ～ 4 0 0 個 、 ト マ ト で は 約 5 0 個 で あ る 。 幼 虫 は 葉 に 潜 っ た ま ま 葉 肉 を 食

害 す る 。 老 熟 幼 虫 は 葉 の 外 に 出 て 落 下 し 、 地 表 面 や 地 中 の 浅 い と こ ろ で 蛹

に な る 。

３ ） 露 地 で は 蛹 で 越 冬 す る と 考 え ら れ て お り 、 冬 期 は 発 生 が 見 ら れ な い が 、

施 設 内 で は 年 間 を 通 し て 発 生 す る 。

４ ） 卵 か ら 羽 化 ま で の 期 間 は 、 1 5 ℃ で 約 6 4 日 、 2 0 ℃ で 約 3 0 日 、 2 5 ℃ で 約 1 9 日 、

3 0 ℃ で 約 1 6 日 で あ る 。 3 5 ℃ で は 約 1 4 日 で あ る が 、 生 存 率 は 極 め て 低 く な る 。

な お 、 1 0 ℃ 以 下 で は ほ と ん ど 成 長 で き な い 。

（ ３ ） 寄 主 植 物

寄 主 範 囲 は 極 め て 広 く 、 キ ク 、 ガ ー ベ ラ 、 サ イ ネ リ ア 、 マ リ ー ゴ ー ル ド 、 セ

ル リ ー 、 ト マ ト 、 宿 根 カ ス ミ ソ ウ 、 ハ ク サ イ 、 ダ イ コ ン 、 チ ン ゲ ン サ イ 、 レ タ

ス 、 メ ロ ン 、 キ ュ ウ リ 、 ダ イ ズ 、 エ ン ド ウ 、 タ マ ネ ギ 、 ナ ス 、 ジ ャ ガ イ モ 、 ニ

ン ジ ン の 他 、 キ ク 科 の 雑 草 な ど に も 寄 生 す る 。 特 に キ ク 科 、 セ リ 科 、 マ メ 科 の

植 物 を 好 む 。 外 国 で は 2 1 科 1 2 0 種 の 植 物 に 寄 生 す る こ と が 知 ら れ て い る 。

（ ４ ） 被 害

幼 虫 に よ る 葉 の 食 害 痕 が 白 い 線 状 と な っ て 残 る う え に 、 成 虫 の 食 痕 や 産 卵 痕

も 白 い 斑 点 と な る た め 、 花 き 類 で は 著 し く 商 品 価 値 が 低 下 す る 。



ま た 、 幼 虫 の 食 害 に よ り 、 光 合 成 が 阻 害 さ れ て 生 育 不 良 と な る 。 特 に 、 稚 苗

期 に 発 生 し た 場 合 、 影 響 は 大 き い 。 果 菜 類 で は 多 発 す る と 下 葉 か ら 枯 れ 上 が り

減 収 す る 。

４ ． 防 除 対 策

本 種 は 各 薬 剤 に 対 し 感 受 性 が 低 下 し て い る の で 、 薬 剤 防 除 に 加 え 、 物 理 的 、 耕

種 的 防 除 法 を 組 み 合 わ せ て 防 除 す る 必 要 が あ る 。

（ １ ） 現 在 の と こ ろ 、 本 種 は 苗 な ど 植 物 体 の 人 為 的 な 移 動 に よ り 発 生 が 見 ら れ て

い る こ と か ら 、 発 生 ほ 場 か ら の 持 ち 込 み を 極 力 避 け る 。

（ ２ ） 本 種 の 蛹 は 地 表 面 な ど に 多 い た め 、 発 生 ほ 場 で は 栽 培 終 了 後 に 土 壌 消 毒 を

行 い 蛹 を 死 滅 さ せ る 。

（ ３ ） 本 種 は 明 る い と こ ろ を 好 む の で 、 特 に 南 に 面 し た 箇 所 や 通 路 側 で の 発 生 に

注 意 す る 。

（ ４ ） 発 生 を 確 認 し た ら で き る だ け 早 期 に 防 除 を 行 う 。 成 虫 は 黄 色 に 強 く 誘 引 さ

れ る 性 質 が あ る の で 粘 着 剤 を 塗 っ た 黄 色 リ ボ ン を 吊 る し て お く と 発 生 を 知 る

こ と が で き る 。

（ ５ ） 成 虫 の 侵 入 を 防 止 す る た め 、 施 設 開 口 部 に は 寒 冷 紗 な ど を 設 置 す る 。

（ ６ ） ほ 場 周 辺 部 の 雑 草 に も 寄 生 す る の で 特 に キ ク 科 雑 草 を 除 去 す る な ど 、 ほ 場

衛 生 に 努 め る 。

（ ７ ） 収 穫 後 の 被 害 残 さ は 発 生 源 と な る の で 、 焼 却 な ど の 処 分 を 適 切 に 行 い 、 施

設 周 辺 に 放 置 し な い 。

（ ８ ） 多 発 し て か ら の 薬 剤 散 布 で は 防 除 効 果 が 劣 る の で 、 発 生 を 確 認 し た ら 直 ち

に 防 除 を 行 な う 。 な お 、 本 種 に 対 す る 薬 剤 登 録 は な い た め 、 下 表 に あ げ た 薬

剤 を 参 考 に 安 全 使 用 基 準 に 基 づ き 他 害 虫 と の 同 時 防 除 を 行 う 。



○ 防 除 薬 剤 と 安 全 使 用 基 準

安 全 使 用 基 準 （ 収 穫 前 日 数 ／ 使 用 回 数 、 使 用 量 ）

薬 剤 名 ・ 剤 型

ト マ ト ナ ス キ ュ ウ リ キ ク

オ ル ト ラ ン 粒 剤 7/3 前 / 3 前 / 3 - / -

3～ 6 K g / 1 0 a 3～ 6 K g / 1 0 a 3～ 6 K g / 1 0 a 1～ 2 g /株

オ ル ト ラ ン 水 和 剤 7/3 7 / 3 - / -

1 0 0 0～ 2 0 0 0

倍 1 0 0 0倍 1 0 0 0倍

カ ル ホ ス 乳 剤 -/-

1 0 0 0倍

ト ク チ オ ン 乳 剤 -/-

1 0 0 0倍

ミ ク ロ デ ナ ポ ン 水 7/3 3 / - 3 / -

和 剤 8 0 0～ 1 0 0 0 8 0 0～ 1 0 0 0 8 0 0～ 1 0 0 0

倍 倍 倍

マ ブ リ ッ ク 水 和 剤 前 / 2 前 / 2 前 / 2 - / -

4 0 0 0倍 4 0 0 0倍 4 0 0 0倍 2 0 0 0倍


